
リハビリ画像計測

１，リハビリの評価の中で、姿勢の角度、移動の推移を
録画した動画から、画面上で画像計測して、従来からの
計測の負荷を効率化します。

２，スマホ等で、患者のリハビリ評価用動画を撮影し
動画から静止画を切り出し、各静止画で該当する計測を行います。

３，AI（Openpose）での骨格検出を行うと、関節間の角度、
関節のX方向（水平方向）、Y方向（垂直方向）の推移を表示できます。

４，動画を再生しながら、Pause、そのままの画面をCapture し
その場で角度の計測を行います。



手による角度計測

画面上で、角度指定



指定した関節間の角度計測と推移

角度表示

角度の推移グラフ
＊）CSV出力も行う



指定した関節のX Y方向の推移

推移表示

＊）身長を指定する
ことでcmで表示

Y方向の推移グラフ
＊）CSV出力も行う



角度の計測

手操作で角度計測

角度の推移（軌跡）

関節（3点）を指定することで
角度の推移を表示
・グラフイメージの保存
・ＣＳＶ出力

AI;Openposeでの結果での軌跡



拡大表示

関節の軌跡表示

①関節Noを指定
③別の関節Noを指定

②「軌跡」で
軌跡を表示

④「軌跡」で
軌跡を表示

CSV；各関節ごとにCSVでデータ保存
画像保存；現画面上の画像を保存



関節の軌跡表示 （骨格表示のみ上）



関節のNo



動画の画面からの角度計測

１，角度計測を簡便に行う方法です。
２，動画を再生し、pauseを行う
３，動画のdesktop上の範囲を指定し、その範囲をCapture
４，Captureした画像上での角度計測をおこなす。

再生中の動画Capture・角度計測画面 範囲指定画面（半透明）

メリット
１，リハビリの状態を携帯で撮影し
２，それをPC上で再生することで
３，容易に角度の計測ができる



①範囲指定の画面を起動

動画のCaptureする範囲を指定
＊）画面を広げて対応



範囲をCaptureした画面

画面上での角度計測

角度の計測データを
含む画像を保存


